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１ 研究の動機 

  植物は、光合成をする時に二酸化炭素を吸収しているので、炭酸水を与えれば、根からも二酸

化炭素を吸収できるので、より効率的に光合成をし、より多くのでんぷんを作り、より成長する

のではないか、と考え実験に取り組むことにした。 

２ 研究の方法 

 (1) 実験１ かいわれ大根を育てる 

      脱脂綿の上に種を置き、①濃い炭酸水、②薄い炭酸水、③水道水を与える。毎日、① 

     ②③は入れ替える。 

 (2) 実験２ 豆苗を育てる 方法は、実験１のかいわれ大根と同じ。 

     ※かいわれ大根は小さく差がわからなかったので豆苗で調べた。 

 (3) 実験３ バジル苗の水耕栽培 ペットボトルで作った容器を使う。 

    Ａ濃い炭酸水（毎日入れ替える） Ｂ濃い炭酸水（２日に１回） 

    Ｃ薄い炭酸水（２日に１回） Ｄ水道水（２日に１回） 

 (4) 実験４ バジル苗の土で栽培 植木鉢に土を入れて育て観察する。 

      Ｘ濃い炭酸水 Ｙ薄い炭酸水 Ｚ水道水（それぞれ２日に１回） 

３ 結果 

 (1) 実験１ 発芽の時期に差はなかった。根は水道水が白くよく伸び、炭酸水は先が茶色く

短かった。 

 (2) 実験２ 茎の伸びは、薄い炭酸水と水道水が同じぐらいで、濃い炭酸水は低かった。根

の成長は、水道水が長く、次に薄い炭酸水、濃い炭酸水となった。 

   実験２の２回目（根の成長に違いがあるようなので２回調べた） 

       茎の伸びは、濃い炭酸水も薄い炭酸水も水道水も差はなかった。 

      根の成長は、実験２の１回目と変わらなかった。 

 (3) 実験３ くきの伸び方は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄそれぞれ差はなかった。 

       葉の大きさは、炭酸を含んでいるＡ、Ｂ、Ｃより水道水がやや大きかった。 

      Ａの葉は、しばらくするとはりがなくなってしわが大きくなった。 

      根について、Ａは液の下はあまり伸びず、Ｄがよく伸びていた。 

 (4) 実験４ 茎は、Ｘの濃い炭酸水が一番伸びていた。次がＹ薄い炭酸水だった。 

       葉の成長の仕方は、どれも変わらなかった。 

      根を掘り起こしたが、成長の差はなかった。 

４ 考察 

 ・炭酸水で育てても水道水で育てても 10 日間の成長では、ほとんど変わらなかった。 

 ・炭酸水で育てると、根がよく成長しなかった。酸素不足が原因ではないかと考えられる。 

・実験３の水耕栽培のバジル苗は、炭酸水では酸素不足になっていたと考えられる。 

・実験４の土で育てたバジル苗は、土があるので根が全部炭酸水に触れるのではないので、

酸素不足にならずに同じように成長したと考えられる。 

 ・根からは、二酸化炭素を吸収していないことがわかった。 
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